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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A09 
◯◯のメディア論

後期 A23 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 表現の追求の先, リアリティと向き合う
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前期概要

‣ 存在(existence)と実在(real)の議論 

‣ 地域や文化による主客の捉えかたの違い, 存在の捉えかたの違い 

‣ 表現者が求めた知覚の先の”本物” → リアリティとはなにか 

‣ Virtualの時代, リアリティの見直し
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リアリティ・知覚・主客・存在
‣ 存在の捉え方によって変わるリアリティ 

‣ 認識をリアルとするのか, 実在をリアルとするのか, 理想を…など
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🍰
🍰

知覚と主観で 
認識したケーキ 外界にあるケーキ 

知覚の対象

どのケーキがリアル？

🍰
どこかに在る 
本物のケーキ？

写像



存在感とメッセージ性
‣ メッセージは, 存在を印象づけることで伝わり方が変わる 

‣ 多くの表現者も出力の存在感について工夫し, 表現している
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引用: Wikipedia日本語版「カレー」2023.02.06 13:56版 https://ja.wikipedia.org/wiki/カレー

カレーは美味しい 
　タミル語のカリ（kari、スープの具の意味）
またはカリル（karil、スパイスで味付けされ
た野菜や肉の炒め物）が語源とされる。複数
の粉末香辛料を混合させて作ったソースを用
いた料理全般を指す。 
　もともとインド人は「カレー」という言葉

カレーは美味しい 

　タミル語のカリ（kari、スープの具の意味）
またはカリル（karil、スパイスで味付けされ
た野菜や肉の炒め物）が語源とされる。複数
の粉末香辛料を混合させて作ったソースを用
いた料理全般を指す。 
　もともとインド人は「カレー」という言葉
を使わずそれぞれのカレー料理には個別の名

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%AC%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%9F%E3%83%AB%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%99%E8%BE%9B%E6%96%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%9F%E3%83%AB%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%99%E8%BE%9B%E6%96%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E4%BA%BA


表現はリアリティを帯びる
‣ そもそもメッセージは発信者の主観が源泉であり, リアリティである 

‣ つまり表現の追求とは, 自然と自分のリアリティと向き合うこととなる
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主観領域 
A, B, C

Aを含む表現

Bを含む表現

Cを含む表現

Dを含む表現 (表現できない)



まとめ

‣ リアリティ 

‣ 存在の解釈は多様でどう捉えるかは各人で異なる 

‣ メッセージは各自の主観からの出力で, リアリティを含む 

‣ リアリティへの自覚を深めると, メッセージを明瞭に表現できる 

‣ 各自にとっての存在感とは何かを見つめると発見があるかもしれない
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本日の議論・考察一助

a. 各参加者のRealとVirtualの解釈を聞いてみたい 

b. 存在感の醸成で今から工夫できることはあるだろうか 

c. 具体的なリアリティと表現についての議論
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次回予定

文化とメディア実装1 
「マルチメジャー」折衷と合一 
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